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   A statistic survey was made on the patients, diseases and operations experienced at the 

urological ward of Kobe General Hospital between 1982 and 1986.
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1982年1月 より1986年12月 までの5年 間の神戸市立

中央市民病院泌尿器科入院患老についての臨床統計を

行った.表 示とそれに若干の注釈を加えて報告する。

入院患者の検討

1)10歳 階級年齢別入院患者数(Table1)

5年 間 の入 院 患者 総 数 は2,259人 で,年 平 均 入 院患

者 数 は451人 で あ る.性 別 は 全入 院 患 者2,259人 中,男

1,737人,女522人 で男 女 比 は3.1・1で あ った.男 性

は60-70歳 台 に ピー クが あ る のに 対 し,女 性 は50-60歳

台 とな って いた.60歳 以 上 の老 年 層 は 約50%を 占め て

Tablel.Sexanddistribution

19821983198419851986Total

AgeMFTMFTMFTMFTMFTMFT

0-9426384443813933740242%1茄18173

10-19921117219194231801818326811192

2e-29198271772416117187251510258533118

30一鈎208281982ア2816442210323073711949168

40-4928184830174732134524133ア25164113977216

Se-59⑱267447226950196900277ア5320732娼114362

60-698522107ア518938424108821799711687397974%

70一ア97818967923102979106821395822010241883騎1

80一 164201521ア2614402012321S82695401謁

Tet813251104353371034403901014913491064聞3361024銘17375盟2259

*現:京 都大学泌尿器科大学院



いた.

疾患別分類

2)腫 瘍(Table2)

松尾,ほ か:神 戸市立中央病院泌尿器科入院患者統計

Table4.Anomalies
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前立腺肥大症も腫瘍にふ くめた。頻度を見ると,前

立腺肥大症が408例(37.8%),次 いで膀胱腫瘍が337

例(31.2%),前 立腺癌132例(12.2%)の1順 で あっ

た.年 次推移を見ると,前 立腺肥大症は幾分減少傾向

にあるが,前 立腺癌はやや増加傾向にあった,副 腎腫

瘍は総計3例 であるが,こ れは本院における副腎腫瘍

が,お もに外科で治療されているためである.

1982198319桝19851986Total

∪-Pstθnosis

Ureterocele

Hyp◎5pedias

Phimosis

Cryptorchidism

VUR

Varicocel5

3

1

1

13

13

5

8

Hydroceletestis8

2

0

2

26

22

5

9

15

7

1

3

4

32

2

5

10

11

0

1

4

27

7

11

7

15

0

24

2

0

249

118

3

3

6

ア

Total 5281646853318

Table2.Tumor

19821983198419851986Total Table5.Infiammation

Kidney

Adenocarcinoma

Nophroblastom8

Adrenatgland

Pelvi5&ureter

Blsdder

Prestate

8PH

dercinoma

Urethre

Caruncla

Car℃inoma

Penis

Carcin㎝8

Testis

9111519357

100001

110103

61475840

駈64915967337

11看897577酪408

1427263134132

1ア14159358
124007

198219B3198419851986Total

Nonspecific

UTI

Epididymis

Specific

Kidney(tbc)

Epididymis(tbc}

25148フ559

7976635

5413316

130026

113207

6556830

Total 3830161616116

Total 22ア2312412081751080

3)尿 路結 石

頻度 を み る と,尿 管 結 石216例(51.7%),腎 結 石

167例(40.0%),膀 胱 結 石33例(7.9%),尿 道 結 石

2例(0.4%)で あ った.各 結 石 の 年次 推 移 に 著変 は見

られ なか った.

尿路精路結核であった.

6)そ の他の疾患(Table6)

比較的頻度の高い外傷,尿 道狭窄および腎出血を取

り上げた.外 傷は,交 通外傷が主体であり中でも腎外

傷が多かった.こ れは本院が第3次 救急病院であるた

めと思われる.

Table6,0thers

Table3.Urolithiasis

19821983198419851986Totat

19821983198419851986■ 「otat

Kidney

Ureter

副adder

Urethra

3537353426167

46393837216

10

1

6

1

4

0

8

0

Injury

Urethralstricture

Renatbleeding

101555540

201345547

21 1-4

5

0

33
Total 32299111091

2

Total 9283777987418

4)奇 形(Table4)

停留睾丸,移 動性睾丸がII8例(37.1%)と 大部分

を占めている.VURは 過去5年 間で22例 経験した,

5)感 染症(Table5)

非特異的感染症が計94例(81.0%)で 大部分を占め

ていた.特 異的感染症は22例(19.0%)で あ り全例が

手術統計

手術件数は過去5年 間で総数1,960件,う ち開放手

術1,111件(56.7%),内 視鏡手術849件(43.3%)で

あった.外 来における小手術はこれらの中に含まれて

いない.

7)開 放手術(Table7)

件数 としては年度推移に変化はみ られず,年 平均

222,2件 で あった.内 訳を見 ると,腎 摘出術133件
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Table7.Opensurgery

泌尿紀要34巻.・2号1988年

Table8.Endoscopicsurgery

19巳2198319糾19851986Tot80 19821983198419851986「rot81

Nephrectomy

Nephrelithotomy

Pyelolithotemy

Nophrourotorecomy

Unceppingofthe
renelcyst

NephrestOmy

Adren●ctOmy

Ureterolithetomy

Uretero.

cut8n● ◎stomy

Antirefluxoperation

Tetelcystectomy

Iieeleonduit

Psrtielcystectomy

SectioAlta

Prestatectorny

Needlebiop5Y
ofprost8te

Orchitectomy

Orohiopoxy

HydrOGelectomy

Highligntion

EpididymectOmy

Penectorny(Tot81)

Ur●throp」 薩5ty

RetreporitOneal

L.Ndi55ection

26

4

15

6

2

2

0

7

3

6

6

7

8

35

0

21

11

6

0

5

1{1】

2

1

29

8

9

e

2

3

1

10

4

11

7

8

8

19

0

17

23

10

0

8

ICO[

3

0

26

2

21

9

3

3

1

33

15

3

14

5

6

2

1B

25

11

4

7

2②

5

1

30

6

6

6

0

0

1

15

6

7

10

7

2

3

19

17

19

10

10

8

22

0

8

5

0

0

1

14

8

4

17

15

3

2

15

35

19

27

8

1

1

0

1

2

T33

20

7

s

4

125

21

40

26

23

106

77

101

112

45

15

29

PNL

Nephrostomy

Puncturooftho
rendoyst

TUL

TUR-P

TUR-Bt

TUR-BN

CryoprostetectOmy

0

2

3

0

77

62

10

1

0

1

3

0

71

9

1

0

1

5

4

61

89

1

0

22

5

9

15

59

55

5

6

26

17

14

47

48

0

6

48

26

34

66

316

320

14

1{1}

2

0

Total 1551431611ア6214849

5c4}

13

4

腺肥大症の入院件数が,保 存的治療法 の進歩 のため

に,減 少傾向にあるためと思われる,

Tetal 2082182702072081111

(20.0%),尿 管切石術125件(11.3%)睾 丸固定術ll2

件(10.1%),前 立腺被膜下摘出術106件(9.5%),除

睾術101件(9.1%)の 順であった.腎 切石術,腎 孟切

石術,尿 管切石術は年々減少傾向が著しい。これは尿

路結石に対する治療が内視鏡手術に置き替わって来た

ためである,膀 胱全摘出術および回腸導管造設術は増

加傾向にある.こ れは導管造設の技術の向上と,そ の

適応が広まったためと思われる.前 立腺摘出術(全 例

前立腺肥大症に対する被膜下摘出術である)は 年々減

少傾向にある.

8)内 視鏡手術(Table8)

総計849件 で,最 近2年 間の件数の増加が 目立つ.

内 訳 は,TUR-Bt320件(37.7%),TUR-P316件

(37.2%),TUI.66件(7・8%),PNI・48件(5・6%)

の順 となっている.TULお よびPNLの 頻度は,近

年急増 しているが,TUR・Pは 開放手術が減少してい

るにもかかわらず減少傾向が見られた.こ れは,前 立

結 語

1974年1月 から1978年12月 までの臨床統計Dに 引続

き,神 戸市立中央市民病院泌尿器科における1982年1

月 より1986年12月 までの入院および手術統計を行っ

た.

1)5年 間の入院患者総数はZ259人 で,60歳 以上

の老年層が約50%を 占めていた.

2)疾 患別では,尿 路結石症,前 立腺肥大症,膀 胱

癌,前 立腺癌の順に多く,な かでも前立腺癌の増加が

目立っていた,

3)手 術件数の頻度では,TUR-Bt,TUR-P,腎 摘

出術の順となっていた.

4)尿 路結石に対する手術で内視鏡手術の増加が目

立った.

1)著 者名は,報 告年度 内に神戸市立 中央市民病院泌尿器

科に在籍 した者のみ列記 した.

2)こ の臨床統計は主 として森 啓 高と村 田 裕 によって

まとめ られた.1983年 まで は108回 日本泌尿器科学会関西地

方会にて森 啓高が発表 し,1986年 までを村 田 裕が119回

日本泌尿器科学会関西地方会にて発 表 した.
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